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―晨 しくも充実 した山行―

酒丼 工裕 記

ゴールデンウィー クは、台湾の沢 や台出

の出スキーや沢餐 りで知 られる青島 靖氏
とともに、台島のあ、芳1島 周辺のルー トを

滑 りました。 1泊 2日 の出行で したが、金

沢へ水て足41滞 ってみたいと考えていた力|

J・ ・ 太子壁 を始 め、若え俣谷矛|ム 容左俣、

赤本右俣 など、厳 しくも充実 した占行がで

きました。

これらの谷は記録 を几ないいことから、

いずれ も本邦初滑降式いはそれに準 じたも

のです。

第 1日  入千壁 (カ ラスノ谷 )
市ノ瀬～砕金利占～利出～几上押川様島

1500m地点～ニノ峰逹難小屋
手朝 に市ノ瀬 を出芥 し、チプ リ尾根 を登

る。 この几根は全体的に広いた根であ り、

及 々 と登 るだけである。標 高1900m辺 り
まで堡ると逍難 `1ヽ 屋 に出る。 この辺 りから

は、樹体の背た も低 くなり、前方に御合オ1

占から芳1占 に二るスカイラインを指十の う

ちに生むことができる。

ここからも、相変わらず広 いえ根 を登る

が、標 高2100m付 近は特 に広 くなってお
り、その上部に三角形の岩峰 がある。

夏道 どおりこの岩準 を若か ら春 くと、や

がて御合オ1占 に着 (。 ここからは、彼繰束

偵|を たどること性かで方1出 に着 く。

別島頂上 でスキー を晨 き、いよいよ夫千

壁 の滑「_● に移 る。 出だ しは、頂上 か ら10

m程 来へ滑 り、 そこか ら一 直線 にた千壁 に
滑 りヽむ。滑降斜面 としては極 めて恙であ

り転倒 はキ され ない。左斜面に基 げればス

キーのグ レー ドは下がるが、大手壁 ではな

くなって しよう。

私逹の出行では、途ヤ 2個 所ばか り雪喬

にク レバスがたっていたが、上部のク レバ

スはその最 も弱点 と考 えられ る所 を近逍

し、下部 は若から口 りさんでや り逍 ごす。

人子壁 も、標 高2100m辺 りまで滑 ると
傾斜は続 くなリー息つける。 ここか らは、

どこを滑って もよいが、左の浅いるに滑 り

ヽむ。本は、右ヘーユ由がるが、その後ほ

ぼ真 っ直 〈・1662mの 標高点に続いている。
谷は広 く、デプ リで荒れていない斜喬は快

it_な スキー滑降ができた。 そのイたも快 it_な

滑降が続 いたが、標高1500m付 近で滝 が
出ていたので、薇線へ登 り近す こととした。

塾 り返 しに辿 った容は、1662mの 標 高点
か ら西 に折 れ るて柱線 に逹 す るなである

が、 この谷は稜線に大 きな雪庇 も出ておら

ず、体 力的にはきつい ものの安全 な登高が

で きた。辿 り着いたところは別ム とニ ノ峰

の最低鞍部であり、ニ ノ準逹難小屋 まで実

質的には時間はかからないのであるが、痰

労の激 しい私には遠い道程 だった。
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第 2日 岩屋 俣 谷 川 Fll占 谷左 俣 、鮨

谷 メ1赤 谷 右俣

ニノ幸逹難小屋～別島谷清降地点

～別J4谷左俣1600m地 点～チフ・リ

几根2100m～赤ふ1500m～チフ・リ

尾槙21007n～ 市ノ瀬

ニノ峰逹難小屋 を分ら、 2時 間強で御

合11島 に着 く。当初、このヨヒ面を赤谷に向

けて滑る予定だったが、況界がなく断念せ

ざるを行なかった。仕方なく、万1山 と御合

オ1ル のヤ問部まで入 リスキァを晨き、Fll出

るを滑る。視界がないこと、滑降斜喬が子

想以上に恙なこと、昨口より雪面が反いこ

とから、滑 り出しは夕 し繁張する。

斜面は、最初 は一ユ右へ由がるような虐

じで滑 るが、幅が広いため快迪 な滑降であ

る。標 高1850m辺 りを過 ぎると、主 にチ
プ リ几根 4■lか らのデプリや落んで谷の状況

は一変する。何 とかこれをや り過ごし、標

高1600m辺 りまで滑 ると水流 力ゞ出たo
当初か ら、下 まで滑ることは・tわ ない谷

と孝1っ ていたので、 また登 り返す。

今度 はこの本 を標 高1820mま で登 り返

し、 ここから北 に延びる枝え を辿 ってチプ

リん根に出る。 この ままチプリえ根 を滑っ

て下出するのはつ まらないので、今度は赤

谷 を清 ることに した。

チプ リん根標 高2100m付 近から赤谷右
俣の滑降 を開発 する。多逹が滑 り出 しに決

めた谷は、地図か ら想像できない くらいに

広 く、快迪 なスキー滑降が楽 じめた。

住かな時 ralで 赤容若俣出合に着いた。

赤谷の上部 は雲に庭れて几えないが、下部

は斜面が広 くデプ リで荒れていない。

暫 く快うこな滑降 を続けると、やがて本は

傾斜 を増 して きた。標高1900m付 近 は主
に若芹からの落んで多数の落が散乱 してい

たが難 なく滑 りきる。二俣で左俣に水流が

出ていることを確認 し、 なお も滑 る力ヽ 標

高1500m付近 で水流が谷全体 に出てお り、

滑降不能 とす1断 せ ざるを得 なかった。 この

え、万1当 虫合 まで長 い逍程 であるので、滑

ったところを恙実 にえ る しか なかった。

チプ リ危根標高2100m地 点 まで友った後、

標 高 17001nま でスキー でチ プ リん根 を滑

る。 それ程 働台 くはないが、登 ′)返 しが殆

どないのでスキーのうなさを実き した。

これ以降、雪は少 なくなるので、スキー

を担 いで市ノ瀬へ r・7か った。

【メンパー】

L青 島 靖 (チ ーム野 え人 )、 洒丼 工裕
【コースタイム等】

19991「 5月 2 El(JL)晴

市ノ瀬 (4:30)チフ
゛
り尾根逹撃 `|ヽ 乙(8:40)

秀1」・ (H:50/12:10)カ ラスノ谷1500m地

点 (12:50)ニ ノJ・●と万1出 のコル(15110)

ニ ノ峰逹難 `1ヽ屋 (16:20)

5月 3口 (日 )晏 り
ニ ノ峰逍わ 1ヽこ(6:40)御 合オ1ル (9:00/

9:50)芳 1出 谷滑降地点 (10:10)万 1島 容

左俣1600m地 点(10:45)チ フ・り危根2100

m(12:35)赤 谷 1500m(13:15)チ フ
・
り几根

210011n(16:10)チ フ
・
り几根 1700m(16:40)

市 ノ瀬 (18:45)

【清降浮離等】
。別凸大手壁 滑降高度差 釣 900m

滑降距雄  釣 2.5 km
滑降斜喬の晨夫斜皮 約43皮

・別山谷左俣 滑降高度差 
“

1770m
滑降距離  釣 2_3 km
滑降斜衝の晨夫斜度 釣 36及

。赤谷右俣  滑降高度差 約 770m
澤ヤμ卜J口衰淮    ′り 22 km
滑降斜喬の晨人斜皮 約 20麦

【出行適期】 4月 中旬～5月 上旬
【1/25000地 図】台占、ニノ峰、か賀市ノ瀬
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ルー ト図 白山.L系 711.L,大手壁、別出谷左候、赤谷右俣
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